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土構造物の防災対策に関する優先順位選定手法

盛土のような土構造物は、被災の形状や規模により列車の運転を支障す
る被害となる場合や軽微な被害である場合などさまざまです。
新幹線を除く日本の鉄道の多くの路線では土構造物の延長キロが長く、

路線によっては80%強が土構造物です。このため、土構造物の防災対策を
実施する場合、投資の優先順位や方法を効率的に行うことが重要となりま
す。
本手法は、過去の地震による崩壊事例を統計的に分析することで得られ

たカテゴリスコアを用いて、土構造物の諸条件と崩壊形状の関係を予測し
ます。崩壊形状が予測できれば、列車への影響を踏まえた防災対策の計画
を策定することが可能となります。

維持管理台帳データによる予測
➡ 特別な調査を必要としない

崩壊形態を３つに分類
➡ 降雨・地震による崩壊パターン

崩壊形態に応じた適切な対策を提案
➡ 列車への影響、復旧の難易度を考慮
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対策効果の例

評価結果の一例

スコア算定結果と確認された破壊形状の例

従来の防災対策例

本手法を適用した防災対策例

効率化・経済化に寄与

東北地方太平洋沖地震で被災した盛土での検証結果
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